
問

近
年
の
大
山
公
園
内

の
法
面
の
表
層
崩
れ
と
亀

裂
の
状
況
は
ど
う
か
。

県
土
木
部
の
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
前
倒
し
点
検

で
、
対
策
が
必
要
だ
と
さ

れ
た
が
。

建
設
部
長

５
月
９
日
に

発
生
し
た
松
ヶ
崎
納
涼
所

付
近
の
法
面
亀
裂
は
、
延

長
約

ｍ
、
幅
最
大
約

25

30

㎝
、
深
さ
最
大
約

㎝
で

70

あ
っ
た
。

市
で
は
山
大
環
境
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
の
学
識
者

と
立
会
い
を
行
い
、
応
急

対
策
と
、
本
復
旧
方
法
を

確
認
し
た
。

本
復
旧
工
事
は
６
月
中

に
完
了
す
る
。

公
園
内
で
は
、
過
去
３

年
間
に
表
層
崩
れ
や
亀
裂

は
４
か
所
発
生
し
た
。

応
急
対
策
と
、
植
生
マ

ッ
ト
や
板
柵
設
置
な
ど
の

本
復
旧
工
事
を
行
っ
て
い

る
。

問

今
後
の
公
園
整
備
の

進
め
方
は
ど
う
か
。

建
設
部
長

令
和
元
年

に
、
大
山
公
園
再
生
協
議

会
と
市
が
作
成
し
た
大
山

公
園
整
備
計
画
に
基
づ
く

年
計
画
で
、
整
備
を
進

10め
て
い
る
。

２
月
に
開
催
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
桜
や

城
山
地
区
整
備
の
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
県
交
付
金
を

活
用
し
て
ツ
ツ
ジ
を
植
栽

し
、
法
面
の
下
刈
り
と
樹

木
の
伐
採
な
ど
を
行
う
。

問

旧
鶴
岡
西
高
の
野
球

場
跡
地
を
埋
立
し
、
イ
ベ

ン
ト
広
場
に
活
用
さ
れ
て

い
る
が
、
植
樹
さ
れ
て
い

る
桜
は
成
育
が
十
分
で
な

い
。埋

め
立
て
土
砂
の
土
質

や
排
水
不
良
な
ど
、
今
後

の
対
策
は
ど
う
か
。

建
設
部
長

イ
ベ
ン
ト
広

場
（
県
有
地
）
は
、
平
成

年
に
県
か
ら
市
が
借
り

21受
け
、
市
と
大
山
自
治
会

が
土
地
使
用
に
関
す
る
覚

書
を
締
結
し
、
管
理
は
大

山
自
治
会
で
行
っ
て
い

る
。桜

は
、
平
成

年
に
山

22

形
新
聞
社
主
催
の
「
最
上

川
桜
回
廊
事
業
」
で
、
オ

オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

本
を
植

25

樹
し
た
。

十
分
な
生
育
が
図
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
協

議
会
や
自
治
会
、
主
催
者

と
相
談
し
て
対
応
し
た

い
。

問

公
園
中
央
入
口
付
近

に
数
軒
の
空
き
家
が
あ

る
。付

近
道
路
の
幅
員
は
狭

く
、
保
育
園
と
小
学
校
が

あ
り
、
空
き
家
問
題
の
解

消
と
併
せ
、
市
道
の
拡
幅

は
で
き
な
い
か
。

建
設
部
長

公
園
入
り
口

付
近
に
は
空
き
家
が
３
棟

あ
る
。

空
き
家
の
管
理
責
任
は

所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
前

提
に
、
適
正
管
理
を
強
く

求
め
て
ゆ
く
。

公
園
中
央
口
か
ら
公
園

駐
車
場
に
向
か
う
「
大
山

公
園
東
線
」
は
、
最
小
幅

員
５
・
１
ｍ
で
、
周
辺
の

市
道
も
狭
隘
な
道
路
が
多

い
。児

童
生
徒
の
通
学
や
、

公
園
利
用
者
の
散
策
で
、

車
両
に
配
慮
し
て
日
々
通

行
し
て
い
る
状
況
も
あ

り
、
一
部
区
間
に
つ
い
て

整
備
を
検
討
し
た
い
。

問

公
園
中
央
口
前
と
公

園
駐
車
場
に
設
置
さ
れ
て

い
る
公
衆
ト
イ
レ
は
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

改
修
が
要
望
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
見
通
し
は

ど
う
か
。

建
設
部
長

公
衆
ト
イ
レ

は
築

年
以
上
経
過
し
て

30

い
る
。

市
内
の
他
の
ト
イ
レ
も

同
様
で
、
年
に
３
～
４
棟

を
順
次
改
築
し
て
い
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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聞
主
催
庄
内
地
区
県
議
座
談
会
に
出

席
。
経
済
再
生
と
観
光
振
興
を
テ
ー
マ

に
し
た
会
で
、
概
要
は
今
月

，

日

26
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の
山
形
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
▽
15

日

第
一
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
振
興

会
キ
ラ
リ
夏
ま
つ
り
に
参
加
。
４
年
振

り
の
開
催
に
参
加
者
の
笑
顔
が
溢
れ
ま

し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
を
ご
挨
拶
に
回
っ

た
と
こ
ろ
、
県
議
選
後
初
め
て
の
学
区

行
事
と
あ
っ
て
沢
山
の
お
祝
い
と
激
励

の
お
言
葉
を
か
け
て
頂
き
感
激
し
ま
し

た
。
同
時
に
、
学
校
の
こ
と
、
交
通
安

全
の
こ
と
な
ど
な
ど
、
ご
意
見
・
ご
相

談
を
数
々
頂
き
懸
命
に
メ
モ
を
取
り
ま

し
た
。
▽

日

民
商
青
年
部
ビ
ア
パ

16

ー
テ
ィ
ー
。
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な
っ
て

も
仕
事
は
戻
ら
ず
物
価
高
騰
に
見
舞
わ

れ
て
、
小
規
模
業
者
の
状
況
は
深
刻
で

す
が
、
青
年
部
が
力
を
合
わ
せ
て
開
催

し
た
４
年
振
り
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
仲

間
同
士
の
絆
が
深
ま
る
、
希
望
を
感
じ

さ
せ
る
会
で
し
た
。
や
は
り
、
多
々
頂

い
た
ご
要
望
に
応
え
る
た
め
全
力
を
挙

げ
る
決
意
で
す
。
（
県
議

関

徹
）

▽
７
月
８
日

庄

内
地
域
づ
く
り
と

子
育
て
・
文
化
協

同
の
会
総
会
に
会

員
と
し
て
出
席
。
政
府
の
「
異
次
元
」

少
子
化
対
策
の
欺
瞞
、
小
中
一
貫
校
の

懸
念
な
ど
な
ど
、
「
子
育
て
や
教
育
を

取
り
巻
く
現
状
は･･

黙
っ
て
見
て
い
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
学
習
会

開
催
な
ど
の
年
間
活
動
計
画
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
私
も
、
不
登
校
・
い
じ
め

な
ど
の
現
状
、
県
の
教
育
振
興
計
画
の

問
題
点
等
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

年
余
の
歴
史
あ
る
会
と
し
て
、
引
き

30続
き
の
役
割
発
揮
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▽

日

県
漁
港
漁
場
協
会
総
会
に
来

11
賓
と
し
て
出
席
。
漁
港
、
漁
場
、
漁
村

の
整
備
と
活
用
を
図
る
た
め
の
会
で
、

庄
内
２
市
１
町
と
県
漁
協
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。整
備
の
状
況
と
課
題
、

今
年
度
の
計
画
等
が
承
認
さ
れ
た
の
は

例
年
通
り
で
す
が
、
今
年
は
、
遊
佐
沖

洋
上
風
力
発
電
に
期
待
す
る
趣
旨
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
▽

日

山
形
新

14
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６
月

日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問

16

で
、
菅
井
巌
議
員
は
、
①
大
山
公
園
整
備
と
周
辺
整
備
、

②
生
活
保
護
制
度
と
生
活
困
窮
者
の
支
援
つ
い
て
、
取

り
上
げ
ま
し
た
。

公
園
中
央
入
口
付
近
道
路
の
拡
幅
は



第
３
回
ほ
っ
と
ま
ん
ぷ

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
鶴
岡
・

学
生
食
料
支
援
が

日
、

15

市
勤
労
者
会
館
で
行
わ

れ
、

人
の
学
生
が
来
場

62

し
ま
し
た
。

３
人
の
学
生
を
は
じ

め
、

人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

16

ア
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。ア

ン
ケ
ー
ト

に
は
、
「
物
価

高
騰
や
水
光
熱

費
の
値
上
げ
に

よ
り
、
生
活
が

苦
し
い
」
と
い

っ
た
声
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
実

習
で
自
動
車
を

使

っ

て

い

た

が
、
ガ
ソ
リ
ン

代
も
値
上
が
り

し
、
や
む
な
く

自
転
車
で
移
動
し
て
い

る
」
と
言
っ
た
声
も
出
さ

れ
ま
し
た
。

高
す
ぎ
る
学
費
や
入
学

金
の
軽
減
、
高
等
教
育
の

無
償
化
は
待
っ
た
な
し
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鶴
岡
市
の
学
校
給
食
無

償
化
を
求
め
る
署
名
に
16

人
が
応
じ
ま
し
た
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月13日入札分

・湯野浜コミュニティセンター劣化度調査業務委託（湯野浜一丁目1番7号）（入
札12業者うち1業者辞退、2業者無効）
(株)菅原設計 2,350,000円（2,407,000円）期間～10/13（落札率97.63％）
・櫛引学校給食センターエアコン更新工事（上山添字成田21番地4）（入札9業
者うち1業者辞退）
加藤建設管工(株) 2,300,000円(3,040,000円)工期～8/31（落札率75.66％）
・下山添消防ポンプ庫新築工事（下山添字上通143、144）（入札3業者）
日栄産業(株) 9,300,000円（9,430,000円）工期～11/17（落札率98.62％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
7月10日入札分

・市公共下水道事業 雨水新斎部3-1号幹線新設工事(その4)（大塚町地内）（入
札5業者うち1業者辞退）
(株)誠朋建設 58,000,000円（59,870,000円）工期～6/3/28（落札率96.88％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月11日入札分

・市集落排水事業 東栄地区ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ改築実施設計業務（無音地内ほか）（入
札10業者）
(有)鶴岡測量 12,700,000円（13,050,000円）期間～6/3/25（落札率97.32％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月10日入札分

・中山他地内径150粍送水管更新工事（中山他地内）（入札7業者うち1業者辞
退）
松田工業(株) 74,380,000円（75,900,000円）工期～6/3/29（落札率98.00％）

（
１
面
に
つ
づ
く
）

公
園
整
備
計
画
と
併

せ
、
協
議
会
な
ど
地
元
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
整
備

検
討
を
進
め
る
。

山
田
ま
も
る
衆
院
山
形

３
区
予
定
候
補
は
、
少
子

化
や
人
口
減

少
が
続
く
地

方
か
ら
、
く

ら

し

や

雇

用
、
農
業
守

れ
と
訴
え
ま

し
た
。

高
橋
ち
づ

子
衆
院
議
員

は
、
福
島
の

故
郷
を
追
わ

れ
た
避
難
者

が

い

る

の

に
、
原
発
増

設
を
進
め
る

岸
田
政
権
は
許
さ
な
い
と

訴
え
ま
し
た
。

田
村
智
子
副
委
員
長

は
、
ア
メ
リ
カ
に
言
わ
れ

る
ま
ま
軍
事
費
を
２
倍
に

し
て
、
暮
ら
し
・
平
和
破

壊
の
道
か
、
外
交
の
力
で

中
国
や
ア
ジ
ア
に
平
和
の

枠
組
み
を
と
行
動
す
る
道

か
？マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
大
企
業

言
い
な
り
の
政
治
で
い
い

の
か
？

最
低
賃
金
１
５
０
０
円

の
財
源
は
、
大
企
業
に
時

限
課
税
２
％
で
実
現
可
能

と
訴
え
ま
し
た
。

問

厚
生
常
任
委
員
会
で

視
察
調
査
し
た
滋
賀
県
野

洲
市
で
は
、
税
金
や
公
租

公
課
の
滞
納
か
ら
生
活
困

窮
者
を
発
見
し
、
生
活
保

護
へ
の
結
び
つ
け
や
債
務

整
理
相
談
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

野
洲
市
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
人
、
子
ど
も

や
生
活
困
窮
者
等
も
対
象

に
し
、
市
が

の
事
業
者

45

と
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。生

活
困
窮
者
の
「
気
づ

き
」
に
直
結
す
る
ガ
ス
、

電
気
、
電
話
、
携
帯
電
話

の
事
業
者
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
。

生
活
困
窮
者
か
ら
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
、
税
金
や
水
道
料
金

な
ど
の
滞
納
、
民
間
事
業

者
な
ど
の
気
づ
き
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
の
重
層
的
な

見
守
り
を
取
組
む
必
要
が

あ
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

生
活
保

護
の
相
談
件
数
は
年
間
約

５
千
件
あ
り
、
そ
の
約
半

数
が
民
間
や
関
係
機
関
か

ら
の
連
絡
と
な
っ
て
い

る
。市

で
は
、
「
生
活
保
護

の
手
引
き
」
を
配
布
し
、

関
係
機
関
に
は
研
修
会
を

行
っ
て
お
り
、
「
漏
れ
」

が
無
い
よ
う
な
体
制
に
力

を
尽
く
し
て
い
る
。

制
度
の
狭
間
で
生
活
困

窮
者
や
相
談
者
が
取
り
残

さ
れ
な
い
よ
う
に
、
重
層

的
な
地
域
の
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
体
制
を
準
備

し
て
い
る
。

紹
介
の
あ
っ
た
先
進
地

の
事
例
も
参
考
に
、
相
談

支
援
体
制
の
構
築
に
努
め

る
。

生
活
困
窮
者
の
重
層
的
見
守
り
必
要


